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【概要】 

 本論文は、教員養成課程の学生向けの学校広報

のプログラムを開発・実施し、その成果と課題

を明らかにしたものである。 

 第 1 章では、学校広報の課題とそれらの課題

を解決する必要性、教員養成課程の抱えている

課題、教員養成課程で学校広報を扱う必要性、

新聞記者の視点で学校広報を考える必要性につ

いて言及している。学校が行っている学校広報

の課題として、本論文では 2 点を挙げた。1 点

目は学校が社会に対して十分に情報を発信する

ことができていないという点である。2 点目は、

学校の危機対応における対応が十分ではないと

いう点である。これらの課題の背景として、教

員養成の段階においてこれらの内容が十分に扱

われてこなかったことを指摘した。 

 第 2 章では、研究の目的と方法について述べ

た。 

 第 3 章では、プログラムができるまでの経緯

と、プログラムを実施した際の様子と考察を述

べた。プログラムは、「積極広報編」と「危機対

応編」の 2 つを行った。 

 第 4 章では、研究の成果と課題を記述してい

る。質問紙の結果より、プログラムを実施した

ことで学生の学校広報に対する意識が向上した

ことが明らかになった。また、新聞社と連携し

たことによりメディアから見た学校の姿も理解

してもらうことができた。これまで教員養成課

程で扱われることがほとんどなかった学校広報

について扱い、新聞社と連携して行えたことは

本研究のプログラムの大きな成果である。プロ

グラム対象学年や、プログラム実施時期につい

て、ほとんど検討していなかったことや、進行

する大学教員と、ゲストである新聞記者の力量

に委ねられる部分が多いことから、他の教員養

成大学・学部で展開するにはまだまだ不十分な

プログラムであり、課題が残ることも明らかに

なった。 


